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京都⼤学 学術情報リポジトリ
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KURENAI – 概要

Kyoto University REpository for 
Navigating Academic Information

2006年10⽉公開
NIIのCSI事業 「学術機関リポジトリ構築
連携⽀援事業」 に採択
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KURENAI – コンテンツ登録数
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KURENAI – ランキング

Ranking Web of Repositories
http://repositories.webometrics.info/en
 スペイン⾼等科学研究院（Consejo Superior de 

investigaciones cientificas）による世界リポジトリランキング
（2016年7⽉版）

区分 順位
World 41

Top Institutionals 32
Asia 1

Japan 1
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KURENAI – 収録コンテンツ
学術雑誌論⽂
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■ 教材
■ プレプリント
■ ソフトウェア
■ 研究報告書
■ テクニカルレポート
■ 図書
■ 会議発表⽤資料
■ 会議発表論⽂
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京都⼤学オープンアクセス⽅針
京都⼤学の教員が⽣み出した
学術論⽂等の研究成果を
「京都⼤学学術情報リポジトリ
KURENAI」によりインターネット上で
原則公開することを定めたもの

http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092

京都⼤学オープンアクセス⽅針
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⽅針が定めること
本学に在籍する

教員は
研究成果を KURENAIに

登録する

常勤の
• 教授
• 准教授
• 講師
• 助教(有期/無期問わず)

• 学術雑誌に
掲載された論⽂

• 2015年4⽉28⽇以降
に出版されたもの
(それ以前のものは登録任意)

• リポジトリ登録システムで
論⽂ファイルを登録申請

• 登録が可能な版や
公開可能時期などは
附属図書館で調査の上
論⽂を公開 9



⽅針採択まで - 道のり
 2014年3⽉: 海外調査（北⽶・EJ & OA）

 ⼤学としてOAポリシーを持つことの重要性を認識

 2014年5⽉~: OAポリシー検討プロジェクト⽴ち上げ
 図書館職員による検討・調査

 2014年6⽉~: 図書館機構として検討
 学術情報リポジトリ特別委員会 → 図書館協議会承認（2015年2⽉）

 2015年3⽉~: ⼤学全体での検討
 部局⻑会議承認（4⽉14⽇）→教育研究評議会承認（4⽉28⽇）

→役員会承認（4⽉28⽇）

（参考）京都⼤学オープンアクセス⽅針採択の経緯. カレントアウェアネス-E1686. 2015-07-09.
http://current.ndl.go.jp/e1686
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⽅針採択後 – 実装に向けて
マニュアル等の整備
オープンアクセス⽅針実施要領
 FAQの整備

システムによる⽀援
 リポジトリ登録システムの開発
教育研究活動DBとの連携

説明会の開催
OA⽅針・リポジトリ登録システムの周知
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リポジトリ登録システム – 機能
教員⾃らメタデータと本⽂ファイルを登録
 KURENAI（DSpace）とは別システムを構築
登録状態（共著含む）の管理
 「適⽤例外」 処理
代理⼊⼒

データ連携
教育研究活動DBと連携
個⼈IDを元に researchmap、Scopusから

登録対象論⽂の書誌データを⾃動収集
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リポジトリ登録システム – 画⾯
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リポジトリ登録システム – 連携
図書館機構 情報環境機構

researchmap

KURENAI

マッチングサーバ

教育研究活動
DB

Scopus

相互リンク
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リポジトリ登録システム – フロー
Shibboleth認証でログイン

未登録⼀覧にあり

CC-BY 出版社版 著者稿

⾃分の論⽂ではない

例外申請登録申請
(添付なし)

KURENAI 登録処理KURENAI 登録処理 例外処理

Scopus
researchmap

データ自動収集

図書館で出版者ポリシーを調査

すでに処理済みです

⾮表⽰処理

新規登録
(活動DBにも登録)

教育研究活動DB
researchmap

(未調査)

登録申請
(本⽂ファイル添付)

登録申請
(本⽂ファイル添付)

未登録⼀覧になし

新規登録
(本システムのみ)

他の共著者に依頼
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説明会 – 現在進⾏中

ポスター（附属図書館開催） ポスター（医学図書館開催）
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説明会 – 質疑応答などから
OA⽅針の認知度不⼗分
 さらなる周知が必要

著作権への懸念・著者稿に対する不安
図書館職員の⽀援期待

システム連携の必要性
⼊⼒作業の省⼒化
 リポジトリの登録効果アピール、動機づけ
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登録数の推移
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オープンアクセス推進事業
京都⼤学の改⾰と将来構想
（WINDOW構想)

http://www.kyoto-u.ac.jp/window/

京都⼤学重点戦略アクションプラン
WINDOW構想実現のため、
第3期（2016-2021）に取り組む事業群


「オープンアクセス推進事業」 採択
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オープンアクセス推進事業
1. 学術論⽂等の研究成果公開の推進と

世界的展開
2. 貴重資料等の⼀次資料の電⼦化と公開
3. 国内外の調査を踏まえたオープンアクセスや

研究データに関する研究
4. データキュレーターとしての図書館職員の育成
5. オープンアクセスや研究公正に関する

情報リテラシー教育活動
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取り組み事業例
リポジトリ登録促進
メタデータの充実・可視性の向上
IIIFへの参画
デジタル画像相互運⽤のための国際的な
コンソーシアム
（International Image Interoperability Framework）

参加への関⼼表明（2016年5⽉30⽇）
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まとめ – 今後の課題
オープンアクセスの理解促進
（研究者・学⽣）
オープンアクセス⽀援の意識向上
（図書館職員）
関係組織（URA室、システム部⾨）との
協働・連携
⼈材養成（データキュレーター等）
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